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本
市
に
お
い
て
近
年
、
外
国
出
身
の
方
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
経
済
効
果
や
日
本
と
外
国
と
の
交
流
が
活
発

に
な
る
な
ど
の
プ
ラ
ス
の
面
が
あ
る
中
で
、
言
語
や
生

活
習
慣
等
の
違
い
か
ら
行
き
違
い
も
あ
り
、
特
に
ご
み

の
出
し
方
に
つ
い
て
、
大
き
な
問
題
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
仙
台
市
で
は
市
内
在
住
の
留
学
生
や
日
本

語
学
校
の
皆
さ
ん
等
の
協
力
を
得
て
、
外
国
出
身
の
方

へ
分
り
や
す
く
ご
み
出
し
ル
ー
ル
を
解
説
し
た
、
多
言

語
ご
み
排
出
ル
ー
ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
ご
み
の
出
し
方
の
ル
ー

ル　

知
っ
て
い
ま
す
か
？
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

作
成
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
市
内
の
大
学
や
日
本
語
学
校

に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
動
画
投
稿
サ
イ
ト
「
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
」
の
仙
台
市
動
画
チ

ャ
ン
ネ
ル
「
せ
ん
だ
い
チ
ュ

ー
ブ
」
で
も
配
信
し
、
外
国

出
身
の
方
へ
ご
み
出
し
ル
ー

ル
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
や
町
内
会
等

へ
の
貸
出
も
行
い
ま
す
。
詳

し
く
は
家
庭
ご
み
減
量
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

対
応
す
る
言
語
は
「
や
さ

し
い
日
本
語
」
、
「
英
語
」
、
「
中
国
語
」
、
「
韓

国
語
」
、
「
ベ
ト
ナ
ム
語
」
、
「
ネ
パ
ー
ル
語
」
の

６
言
語
で
す
。

●　編集・発行　仙台市環境局家庭ごみ減量課

●　電　　　話　２１４－８２２6

多言語ごみ排出ルールＤＶＤを作成しました

クリーン仙台推進員学習会を開催しました

仙台市環境局からのお知らせ

活動報告書の集計結果をお知らせします

クリーン仙台推進員「活動報告会」を開催します

１Ｐ

２Ｐ

３Ｐ

４Ｐ

仙台市リサイクル

シンボルマーク

「メビウスちゃん」
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この通信もリサイクルできます。「雑がみ」として分別しましょう。

多
言
語
ご
み
排
出
ル
ー
ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ

「
ご
み
の
出
し
方
の
ル
ー
ル　

知
っ
て

い
ま
す
か
？
」
を
作
成
し
ま
し
た

　活動報告書の集計結果をお知らせします
　クリーン仙台推進員の皆様には、年１回「活動報告書」により１年間の活動状況の報告をいただいて

おります。このたび、平成29年度の活動報告書の集計結果がまとまりましたのでお知らせいたします。

①クリーン仙台推進員としての活動内容とその頻度について（上位5位）
　　○ごみ集積所の点検・見回り・・・・・98.8％

　　○ごみ集積所の清掃・・・・・・・・・87.3％

　　○町内会へ報告や呼びかけ・・・・・・83.1％

　　○まち美化活動・・・・・・・・・・・74.8％

　　○ごみ集積所での分別啓発・・・・・・73.7％

　ごみ集積所の清掃や点検・見回りは、高い実施率となっております。また、町内会への報告や呼びか

けも高い割合となっていることから、町内会と連携して活動いただいていることが推察されます。

②クリーン仙台推進員として今後学びたいことについて
　　○ごみ減量の方法・・・・・・・・・・20.2％

　　○ごみの正しい出し方・・・・・・・・16.8％

　　○ごみ・リサイクルの仕組み・・・・・12.9％

　この他に推進員の活動事例やごみ分別・リサイクルの啓発の方法、また、紙類の縛り方や集積所に設

置する棚等の構築物の製作方法など実用的な技術を学びたいといった意見もありました。今後の学習会

の企画の参考とさせていただきます。

③クリーン仙台推進員として活動した感想について（自由記述）
　「地域の方々が関心を持ってくれた」「我々の活動を見て、推進員として活動することを申し出ても

らえた」「推進員として指導的立場となり見本となるよう努めた」「地域のごみ拾いに高校生が自主的

に参加してくれた」などの感想がありました。

※「活動報告書」の提出をお願いした推進員2,483名（H30.3.1現在）のうち944名から回答をいただ

きました。ありがとうございます。いただいた内容を踏まえこれからのクリーン仙台推進員活動の参考

とさせていただきます。

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
日
本
語
学

校
に
お
い
て
、
10
月
か
ら
の
新
学
期
に
合
わ
せ
、
ご

み
分
別
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
や
ネ
パ

ー
ル
等
ア
ジ
ア
の
国
を
中
心
に
約
50
名
の
学
生
に
Ｄ

Ｖ
Ｄ
（
や
さ
し
い
日
本
語
）
を
視
て
い
た
だ
き
、
簡

単
な
分
別
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
し
た
。

　

文
化
や
生
活
習
慣
の
違
い
も
あ
り
、
仙
台
市
の
ご

み
出
し
ル
ー
ル
に
不
慣
れ
な
所
も
あ
る
様
で
し
た

が
、
学
生
の
皆
さ
ん
は
職
員
の
説
明
や
今
回
作
成
し

た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
熱
心
に
視
聴
い
た
だ
き
ま
し
た

　

受
講
後
の
感
想
で
は
、
「
排
出
曜
日
や
時
間
が
決

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
」
、
「
粗
大
ご
み
の
出

し
方
が
理
解
で
き
た
」
と
い
っ
た
感
想
や
「
仙
台
に

来
て
道
路
が
非
常
に
き
れ
い
だ
っ
た
」
、
「
ご
み
出

し
ル
ー
ル
を
地
域
の
方

に
や
さ
し
く
教
え
て
も

ら
え
た
」
と
い
っ
た
感

想
も
聴
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
様
な
日

本
語
学
校
の
学
生
向
け

分
別
講
座
を
定
期
的
に

開
催
し
、
ご
み
出
し
ル

ー
ル
の
普
及
・
啓
発
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　今期（平成29年7月から2年間）推進員活動のまとめとして、「活動報告会」を開催いたします。

日時　平成31年2月7日（木）　①パネル展示　9：30～　②セミナー　10：00～

会場　太白区文化センター　仙台市太白区長町５-３-２

【①パネル展示】　展示場所　楽楽楽ホール前展示スペース

　各環境事業所からのお知らせや、ハンサムネットの展示、地域でごみ減量・リサイクルに取り組んでい

る団体の活動内容などをパネル展示いたします。

【②セミナー】　開催場所　楽楽楽ホール

　環境局からのお知らせのほか、パネルディスカッションとして、

各区の推進員の代表者5名から活動の参考事例を紹介していただき

ます。コーディネーター（司会進行）に仙台弁を駆使し、教育、子

ども文化、まちづくり等をテーマにユニークな活動されている、プ

ランニング開　新田新一郎氏をお招きし、楽しく活動する秘訣や苦

労話などをパネリストの推進員から伺います。

今月の仙台メビウス通信（本号）に申込書を同封しておりますので、ぜひご参加ください。

クリーン仙台推進員「活動報告会」を開催します

前回（平成29年2月開催）の様子
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理
し
、
更
に
自
社
で
パ
レ
ッ
ト
へ
再
商

品
化
も
行
っ
て
お
り
、
受
講
者
は
そ
の

工
程
の
説
明
を
受
け
、
実
際
に
再
商
品

化
さ
れ
た
製
品
を
見
る
こ
と
で
、
リ
サ

イ
ク
ル
へ
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
つ

か
め
た
よ
う
で
し
た
。

　

最
後
に
、
紙
類
の
選
別
業
務
を
行
う

株
式
会
社
ス
テ
ッ
プ
ス
ナ
イ
ン
の
小
山

内 

勝
也 

氏
か
ら
、
収
集
や
選
別
の
方
法

に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

紙
の
種
類
ご
と
の
再
生
後
の
姿
や
、

実
際
に
ど
の
く
ら
い
の
リ
サ
イ
ク
ル
効

果
が
あ
る
の
か
を
示
し
て
い
た
だ
き
、

分
別
の
必
要
性
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
、
「
収
集
、
リ
サ
イ
ク

●
グ
ル
ー
プ
学
習
会「
環
境
施
設
編
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
資
源
物
を
リ

サ
イ
ク
ル
し
て
い
る
民
間
業
者
三
社
か

ら
講
師
を
お
招
き
し
、
各
施
設
の
現
場

や
資
源
化
の
流
れ
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
缶
・
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
収
集
・
運
搬
、
選
別
業
務
を
行
う

株
式
会
社
仙
台
市
環
境
整
備
公
社
の
相

澤 

政
宏 

氏
か
ら
作
業
風
景
の
映
像
を

交
え
、
回
収
か
ら
分
別
ま
で
の
一
連
の

作
業
内
容
や
出
し
方
の
ポ
イ
ン
ト
、
リ

サ
イ
ク
ル
品
と
原
料
か
ら
製
品
を
製
造

し
た
場
合
の
コ
ス
ト
比
較
な
ど
を
ご
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
新
港
リ
サ
イ
ク
ル
株
式
会

社
（
現
：
Ｊ
Ｆ
Ｅ
環
境
株
式
会
社
）
の

田
中 

勉 

氏
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
の
選
別
、
再
商
品
化
の
流
れ
に

つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
仙

台
市
全
域
か
ら
収
集
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
を
資
材
と
し
て
再
生
処

仙
台
市
環
境
局

か
ら
の
お
知
ら
せ
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◆
年
末
年
始
ご
み
収
集
日
の
お
知
ら
せ

　

「
家
庭
ご
み
」
、
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
」
、
「
缶
・
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
・
廃
乾
電
池
類
」
、
「
紙
類
」
の
収

集
に
つ
い
て
、
年
末
最
後
と
年
始
最
初
の

収
集
日
を
、
市
政
だ
よ
り
（
12
月
号
）
や

仙
台
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
会
の
ご
担
当
者
へ
ご
み
集

積
所
掲
示
ポ
ス
タ
ー
と
回
覧
チ
ラ
シ
を
11

月
下
旬
に
郵
送
し
ま
し
た
。
地
域
の
方
へ

周
知
願
い
ま
す
。

問　

お
住
ま
い
の
区
の
環
境
事
業
所

◆
ワ
ケ
ル
く
ん
の「
五
つ
星
☆
集
積
所
」

診
断
中
間
報
告

　

環
境
局
職
員
が
、
プ
ロ
の
目
で
集
積
所

の
状
況
を
診
断
す
る
「
ワ
ケ
ル
く
ん
の
五

つ
星
☆
集
積
所
診
断
」
の
中
間
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

診
断
結
果
は
「
診
断
書
」
と
し
て
町
内

会
に
お
渡
し
す
る
ほ
か
、
優
秀
な
成
績
を

収
め
た
ご
み
集
積
所
を
「
五
つ
星
☆
集
積

所
」
と
し
て
認
定
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
認
定

証
と
清
掃
用
具
（
ほ
う
き
・
ち
り
と
り
）

を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。
今
年
度
の
受
付
件

数
に
ま
だ
余
裕
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※

診
断
中
の
集
積
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、

応
募
総
数
と
認
定
状
況
の
数
に
違
い
が
あ

り
ま
す
。

◆
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
催
し

　

市
民
の
皆
様
か
ら
提
供
さ
れ
た
学
習
机

や
家
具
、
家
電
等
を
展
示
・
提
供
し
ま

す
。
希
望
者
へ
抽
選
後
お
譲
り
し
ま
す
。

①
学
習
机
フ
ェ
ア

■
会
場　

葛
岡
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

■
展
示
期
間　

12
／
1(

土)

～
12
／
16(

日)

■
抽
選
日　

12
月
17
日
（
月
）

②
家
具
・
家
電
や
ひ
な
人
形
な
ど
を
展

示
・
提
供
し
ま
す

■
会
場　

葛
岡
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
今

泉
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

■
展
示
期
間　

11
／
30(

金)

～
12
／
16(

日)

■
抽
選
日　

12
月
17
日
（
月
）

※

次
の
注
意
事
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
申
込
対
象
は
市
内
に
お
住
ま
い
の
18
歳

以
上
の
方
。

・
申
込
は
１
人
１
点
、
直
接
来
館
し
希
望

展
示
品
を
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当
選
者
へ

ハ
ガ
キ
に
よ
り
通
知
。

■
問　

葛
岡
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ　

電
話

２
７
７-

８
５
７
３　

今
泉
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ　

電
話
２
８
９-

６
４
０
１

◆
せ
ん
だ
い
環
境
学
習
館
・
た
ま
き
さ

ん
サ
ロ
ン「
サ
ロ
ン
講
座
の
ご
案
内
」

「
生
き
残
っ
て
き
た“

在
来
作
物”

と
未

来
に
残
す“

種”

の
お
は
な
し
～
ち
ょ
っ

ぴ
り
お
味
見
～
」

■
日
時　

１
月
19
日
（
土
）
13:

30
～
15:

30

■
内
容
：
土
地
や
気
候
変
動
に
合
わ
せ
変

化
し
な
が
ら
生
き
残
っ
た“

在
来
作
物”

を
未
来
に
残
す
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。

■
講
師　

野
菜
ソ
ム
リ
エ
プ
ロ　

フ
ー
ド

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

カ
ワ
シ
マ
ヨ
ウ
コ　

氏

■
定
員　

36
名(

小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴)

※

抽
選(

当
選
者
の
み
１
／
12
ま
で
通
知)

■
申
込
み
方
法　

は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

ま
た
は
メ
ー
ル
に
講
座
名
、
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
記
入
し
て
１
月

８
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

環境事業所の電話番号

青葉環境事業所　　　２７７－５３００

宮城野環境事業所　　２３６－５３００

若林環境事業所　　　２８９－２０５１

太白環境事業所　　　２４８－５３００

泉環境事業所　　　　７７３－５３００

■
申
・
問 

た
ま
き
さ
ん
サ
ロ
ン

〒
９
８
０-

０
８
４
５
仙
台
市
青
葉
区
荒
巻

字
青
葉
４
６
８-

１ 
電
話
２
１
４-

１
２
３

３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
３
９
３-

５
０
３
８

Ｅ
メ
ー
ル ta

m
a
k
i3

sa
lo

n
@

c
ity.se

n
d
a
i.jp

◆
生
物
多
様
性
保
全
推
進
事
業
の
イ
ベ
ン

ト
の
ご
案
内

　

「
ヨ
シ
原
を
め
ぐ
る
生
き
も
の
達
と
あ
な

た
の
物
語
」

■
日
時　

２
月
２
日
（
土
）
10
時
～
15
時

※

荒
天
時
は
２
月
３
日
（
日
）
に
延
期

■
会
場　

せ
ん
だ
い
農
業
園
芸
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

ヨ
シ
原
を
維
持
す
る
た
め
の
ヨ
シ

刈
り
作
業
と
、
ヨ
シ
や
オ
ギ
を
使
っ
た
和

紙
・
ミ
ニ
ホ
ウ
キ
作
り
を
し
ま
す
。

※

暖
か
く
、
作
業
の
で
き
る
服
装
、
長
靴

■
定
員　

30
名
（
応
募
者
多
数
時
は
抽
選
）

■
対
象　

中
学
生
以
上

※

鎌
を
扱
い
ま
す
。
ま
た
刈
っ
た
ヨ
シ
の
先

も
尖
っ
て
い
る
た
め
、
作
業
に
は
十
分
な
注

意
が
必
要
で
す
。

※

仙
台
市
で
イ
ベ
ン
ト
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
氏

名
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
１
月
23
日
（
水
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
・
問　

環
境
共
生
課　

電
話
２
１
４

-

０
０
１
３

Ｅ
メ
ー
ル k

a
n

0
0

7
1

3
0

@
c
ity.s

e
n

d
a
i.jp

ル
の
現
場
で
の
苦
労
が
わ
か
っ
た
」

「
分
別
が
リ
サ
イ
ク
ル
に
役
立
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

●
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修「
市
民
協
働

編
」を
開
催
し
ま
し
た

　

ク
リ
ー
ン
仙
台
推
進
員
と
し
て
活
動

す
る
に
あ
た
り
、
一
緒
に
活
動
す
る
仲

間
の
作
り
方
や
行
政
と
の
付
き
合
い
方

を
学
ぶ
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
仙
台
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
太
田 

貴 

氏
を
お
招
き
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
現
職
に

携
わ
っ
て
い
る
こ
と
や
、
自
ら
が
市
民

活
動
で
経
験
し
た
行
政
と
の
関
わ
り
方

等
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
体
験
に
基

づ
い
た
事
柄
に
、
受
講
者
は
興
味
深
く
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

研
修
の
後
半
で
は
、
他
の
町
内
会
の
方
と

の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
体
験
談
や
苦

労
話
で
会
話
が
弾
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

ク
リ
ー
ン
仙
台
推
進
員
は
、
一
緒
に
活
動
す

る
仲
間
が
増
え
る
こ
と
で
、
苦
労
や
達
成
感

を
共
有
で
き
、
前
向
き
な
活
動
に
つ
な
が
る

こ
と
を
感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　

受
講
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
行
政
と
市

民
（
町
内
会
）
活
動
の
意
義
が
理
解
で
き

た
」
「
楽
し
み
や
、
や
り
が
い
を
発
信
す
る

こ
と
は
大
事
だ
と
感
じ
た
」
「
他
の
町
内
会

の
方
の
話
を
聞
い
て
励
み
に
な
っ
た
」
と

い
っ
た
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

研
修
レ
ポ
ー
ト

ク
リ
ー
ン
仙
台
推
進
員
学
習
会
を

開
催
し
ま
し
た

認
定
状
況

五
つ
星
集
積
所

町
内
会
数

集
積
所
数

町
内
会
数

集
積
所
数

町
内
会
数

集
積
所
数

町
内
会
数

集
積
所
数

四
つ
星
集
積
所

三
つ
星
集
積
所

応
募
総
数

1750132681522


